








61 巻 1・2・3 合併号）の完成品冊子掲載版から図 5 が脱落していたため、ここでは








































































































































(1) diethyl chlorophosphateと diisopropylamine を THF 中で混合する。得られたア
ミ ダ イ ト を 2’,3’-O-isopropylideneguanosine 1 と DMF 中 で 混 合 し
diisopropylarainophosphoramidite を得る。これに imidazolium triflate を加え、更に
tert-butyl hydroperoxide/toluene 溶液と混合すると、diisopropylarainophosphoramidite 2 
が得られる。 
(2) 2',3'-O-isopropylideneguanosine 1を tert-butylmagnesium chloride の THF 溶液に
加え、更に diethyl chlorophosphateと混合すると 2が得られる。 
(3) 2 の isopropylidene protector を dichloromethane と trifluoroacetic acid の水溶液を
用いて除去すると 3 が得られる。 
このようにして得られた試料（約 10 mg 程度）を、重量比 5%のグラファイトと
乳鉢を用いて十分混合した。まず鋳型にグラファイト粉末を入れ、その上に試料
（+5%グラファイト）を重ねて配置し、全体を油圧プレス器を用いて約 1 トンの力





















図５ レーザー脱離‐２光子共鳴イオン化 (292.5 nm) によ











































スキーム 2  ジエチル 5’－グアノシン一リン酸 3 の合成法. 
合成条件:  (1) (a) (C2H5O)2P[N(i-C3H7)2], imidazolium triflate, MS 3Å, DMF, rt, 
44 h; (b) t-C4H9OOH/toluene, rt, 40 min; (2) (c) t-C4H9MgCl, DMF, rt, 10 min; (d) 
(C2H5O)2P(O)Cl, rt, 1.7 h; (3) CF3COOH, CH2Cl2–H2O, rt, 6 h. 
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脱プリン化により生成した guanine (m/z=151)とその二量体(guanine)2 (m/z=302)、更






















































は、紫外レーザー光の波長を 292.5 nm［34188 cm-1: 図 7(a)に矢印で示す］に固定し




図７ 紫外電子スペクトルの比較．(a) diEtGMP, (b) グ
アノシン一水物, (c) グアノシン．(a)の矢印は、赤外ス
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れは Gs のスペクトル［図 8(b)］で観測されるエノール OH の伸縮振動による 3585 
cm
-1 によく対応することから、diEtGMP もエノール体であることがわかる。一方
Gs のアミノ基の２つの NH 伸縮振動（対称伸縮: 3455 cm-1、反対称伸縮:3575 cm-1）


















体構造とも一致している。図 8(b)に示した Gs の赤外スペクトルには、5’-OH の伸縮
振動がかなり低波数(3251 cm-1)に観測され、またブロードであるが、これは図中に










図 9  diEtGMP の最安定構造．syn conformer は P=O とグアニンのアミノ基の
間で内部水素結合を持つ．一方、anti conformer は糖 2’-OH のと N3H の間で内
部水素結合を形成する．それぞれについて、グアニンのエノール体（OH 基の
方向により 1 と 2 の回転異性体が存在）とケト体が存在する．相対的なエネル
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